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授業実践（２／７時）展開案 「学級をよくするためのルールブックを作ろう」

【学級活動】－内容（１）・イ

１ ねらい

◎ルールやマナーの意義を理解し、よりよい学校生活を送るために必要なルールやマナーを

作り、学級の一員としてルールやマナーを守ろうとする意識を育てる。

２ 準備

教師 ワークシート、付せん紙、ＫＪ法模造紙、サイコロ、マジック

３ 展開

時間 学 習 活 動 指導・援助の留意点

３分 １，アイスブレーキング ・前回と同様生活班で行う。

『さいころトーキング』

①目玉焼きには，醤油かソースか塩か

②好きな給食のメニュー

③好きな教科 ④好きだった番組

⑤学級のよい所

⑥楽しかった出来事

３分 ２，前回の授業の確認と本日のテーマの ・すばらしいクラスの第一歩は、友達のよさを見つ

確認 けて友達との絆をつくることであったことを確認

する。

・本時は、すばらしいクラスにするためには、友達

や学級のことを考えてルールやマナーを守ること

が大切であることを伝える。

３分 ３，法律がなくなったらどんな困ったこ ・法律がないと安全な生活が送れないこと、法律を

とが起こるか考える。 しっかり守らせるために罰則があることを確認す

・殺人，窃盗，交通事故等 る。

３分 ４，葬式を例にして，マナーとは，何か ・マナーは、守らないことで罰を受けることはない

を確認する。 が、相手が嫌な気持ちにならないように配慮する

行為であることを確認する。

・人が生活するには，ルールやマナーを意識するこ

とが大切であることを確認する。
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時間 学 習 活 動 指導・援助の留意点

５，２－◯のためのルールブックを作る。・ぐんまの子どものためのルールブック５０の本を

15 ①付せん紙に一人一人書く 例に出し，学級のルールブックを作ることを確認

分 する。

②３つの場面こどに付せん紙を模造紙 ・２学期の学級目標を「授業中」「休み時間や放課後」

に貼る。 「給食や掃除などの仕事を行う時間」の３つの場

面に分けて，学級に必要なルールを考えて，付せ

重要 である ん紙に書かせる。

・２学期の学級目標を確認し、学級目標を考えなが

らルールを作るように声をかける。

・できるだけ「◯◯しない」というような禁止では

なく、「◯◯する」という表現で考えさせることで、

守られていない 守られている よりよい言動を具体的に考えさせる。

重要 でない

③３つの場面ごとに，今の学級に必要 ・今までを振り返り，自分達に必要なルールを自分

なルールを班として一つ選ぶ。次に 達で考え，守ろうとする意識を育てたい。

選んだルールをワークシートに記入 ・班の意見として選ぶのは、図の左上部分とするこ

する。発表用として代表者が模造紙 とを確認する。

に記入する。 ・一人一人の意見を認め、大切にして話し合うよう

に声をかける。

・班で一つにまとめるときは、出た意見の数よりも、

今の学級にふさわしいものを選ばせる。

15 ６，場面ごとに各班ごとに発表する。 ・発表後に必ず拍手をするように声をかける。

分

７，同じような意見があったらまとめる。・同じような意見をまとめたら，出た意見を全て，「相

生中２－◯のためのルールブック」とする。この

ルールブックは，掲示しておき，意識して生活で

きるように、朝の会で、「今日はこのルールを意識

しよう」などと声をかけていく。

９分 ・本時の授業をワークシートに記入して

振り返る。


